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学位論文審査結果の要旨
氏 名 小島基、
論文題目 リグノセルロース糖化並行発酵細菌の代謝工学的青種に関する研究
審査結果の要
地球温暖化ガス削減と原油資源枯渇の問題から、石油消費の大部分を占める輸送用燃料の代替とし
てバイオエタノーノレの研究開発が20世紀初頭から始まったO 207 年には、トウモロコシやサトウキ
ピを原料としたバイオエタノール製造が本樹七したが、食糧とエネルギーの競合を引き起こし穀物需
要バランスの悪化や価格高騰を招く結果となり、食糧と競合しないリグ、ノセルロース系バイオマスを
原料とした第二世代バイオエタノーノレへの転換が掲げられた。しかし、第2世代バイオエタノーノレの
普及拡大には、生産コストの大幅な削減と高効率化が必須であり、 E擦を達成するにはセルロースの
糖化能と発酵能を併せ持つ発酵菌の開発が急務とされているが、自然界にはリグノセルロース糖化発
酵微生物は報告されていない。
本研究では、代謝工学的育種技術を基盤として新規なセルロース糖化発酵締菌の創出を最終目的と
した。自然界では、セルロースは3種のセルロース分解酵素、 EG、CBH 、BGL が）I頃次作用してグノレ
コースがj嵐長され、発酵菌によりエタノーノレへと変換されるO そこで、優れた発醇細菌である
今mobacter pahn θiこセノレロース糖化能を賦与するために、 1）セノレロー ス分解菌のゲ、ノムDNA か
らEG、CBH 、BGL 遺伝子を多数クローニングした後、取得した遺伝子の大腸菌内での発現角勃庁を
行ったO 2）クローン化した遺伝子群から、高いセルロース分角卒活性を示したcenA とbgl の遺伝子
を選択し、 Z.pahne に導入して発現に成功した。 3) ce. 晶4とbgl のZ.pahn θ内での高発現を可能
にするために、新たにクローン化して最適化したフ。ロモーター遺伝子の制御下にcenA とbgl 遺伝子
を連結して導入することにより、セノレロースから直接エタノールを発酵生産で、きる新規なセルロース
発酵細菌の創出に成功した。
以上のように、セルロース分解酵素遺伝子群を導入して効率よく発現させることによりセルロース
糖化と発酵が同時に進行するリグノセルロース糖化並行発酵菌の育種が可能となったO これらの知見
は、現在の複雑な工程から構成される第2世代バイオエタノーノレ製造フ。ロセスの簡略化とコスト削減
を可能にすると期待される。
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
